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第 5 条：津波による損傷の防止 
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下線部：今回提出範囲 



 

３ 余震の規模の設定のための本震と余震の規模の関係について 

 

本震と最大余震の規模の差については，本震のマグニチュードに

依存しないことが知られていることから（例えば古本ほか（2005）

など）， M1＝ M0－ D1（ここで， M1：最大余震のマグニチュード，

M0：本震のマグニチュード，D1：本震と最大余震のマグニチュード

の差）として回帰式を設定すると，D1 は 1.4 となる。余震の規模を

想定する際は，データ数が少ないことから，保守的に標準偏差（σ

＝0.5）を考慮し D1＝0.9 として余震の規模を M7.8 と想定している。 

参考に，本震と余震の規模の関係について，二次曲線で近似した

場合の検討を行う。 

その結果を第１図に示す。同図より，M0=8.7 とすると M1≒7.6 と

なる。さらにデータ数が少ないことによる標準偏差（σ＝0.2）を

考慮した場合，余震の規模を想定すると M1=7.8 となる。 

 

第１図 本震と最大余震の関係（M7.0 以上，二次曲線で近似） 
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